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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

大
本
山
總
持
寺
を
お
開
き
に
な
ら
れ
た
太
祖
瑩
山
禅
師
さ

ま
の
七
百
回
大
恩
忌
と
し
て
、
神
奈
川
県
鶴
見
に
あ
る
總

持
寺
を
お
参
り
い
た
し
ま
し
た
。
元
旦

に
能
登
を
襲
っ
た
地
震
や
豪
雨
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
元
々
の
總
持
寺
祖
院

（
輪
島
市
）
に
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
年
が
過
ぎ
て
も
復
旧
作
業
が
ま

ま
な
ら
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
地
域
も

沢
山
あ
り
ま
す
。
松
源
寺
で
開
催
し

た
行
事
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
石

川
県
宗
務
所
（
永
光
寺
よ

う
こ
う
じ
）
に
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。
何
と
か
早

い
復
旧
・
復
興
に
繋
げ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
お
寺
の
行
事

を
下
記
に
行
っ
て
参
り

ま
す
。
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

合
掌

令
和
七
年
挨
拶

令
和
七
年
挨
拶

令
和
七
年

年
間
行
事
計
画

一
月
一
～
三
日　

三
朝
祈
祷

　
　

二
十
六
日　

高
祖
降
誕
会

　
　
　
　
　
　
　

（
道
元
禅
師
の
誕
生
日
）

　
　
　
　
　
　

永
松
だ
よ
り
第
二
十
七
号
発
刊

二
月
十
五
日　
　

涅
槃
会
（
お
釈
迦
様
が
亡
く
な

ら
れ
た
日
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
会
・
婦
人
会
新
年
会

三
月
十
一
日　
　

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要

　
　
　
　
　
　
　

３
．１
１
を
忘
れ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

二
十
日　
　

当
山
三
十
四
世
智
貫
孝
善
大
和

　
　
　
　
　
　
　

尚
命
日

　
　

十
七
～
二
十
三
日　

春
彼
岸

四
月
八
日　
　
　

降
誕
会（
お
釈
迦
様
の
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　

日
）

　
　
　
　
　
　
　

婦
人
会
総
会

五
月　
　
　
　
　

永
松
会
総
会

　
　
　
　
　
　

研
修
旅
行

六
月　
　
　
　
　

教
区
護
持
会
研
修
会（
特
派
布
教

　
　
　
　
　
　

道
場
）

七
月
十
日　
　
　

防
災
訓
練
（
青
葉
土
樋
町
内
会

　
　
　
　
　
　
　

共
催
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
だ
よ
り
第
二
十
八
号
発
刊

ハ
月
十
四
日　
　

盂
蘭
盆
大
施
食
会（
十
三
時

　
　
　
　
　
　
　

三
十
分
打
出
し
）

九
月
十
九
～
二
十
五
日　

秋
彼
岸

　
　

二
十
五
日　

教
区
萬
燈
会

　
　

二
十
九
日　

両
祖
忌（
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師

　
　
　
　
　
　
　

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
日
）

十
月　
　
　
　
　

観
音
堂
御
開
帳
供
養

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

十
一
月　
　
　
　

永
代
墓
地
供
養
祭　

　
　

二
十
一
日

太
祖
降
誕
会
（
瑩
山
禅
師
の
誕
生

日
）

十
二
月
八
日　
　

成
道
会（
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を

　
　
　
　
　
　
　

開
か
れ
た
日
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
会
忘
年
会
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師
走
の
寒
空
の
中
、
仙
台
空
港
を
飛
び
立

ち
伊
丹
空
港
に
向
か
っ
た
。
十
二
月
十
日「
宮

城
三
松
会
」
さ
ん
し
ょ
う
か
い
（
大
本
山
總

持
寺
で
修
行
を
し
た
者
が
所
属
す
る
会
）
主

催
の
研
修
会
で
四
国
を
目
指
し
た
。

　

令
和
六
年
は
大
本
山
總
持
寺
を
開
か
れ
た

太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
の
年
。

瑩
山
さ
ま
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
道
元
さ
ま
や

歴
代
の
お
祖
師
さ
ま
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
お
釈
迦
様
の
教
え
を
全
国
に
広
め
る

中
心
的
寺
院
と
な
る
諸
嶽
山
總
持
寺
を
開
か

れ
ま
し
た
。

　

戦
乱
・
疫
病
・
震
災
。
困
難
な
時
代
の
中
、

和
合
の
心
を
も
って
、
多
く
の
人
々
を
救
わ
れ

た
瑩
山
さ
ま
の
み
教
え
は
、
人
種
や
性
別
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
相
承
さ
れ
、
七
〇
〇
年
経
っ

た
現
在
も
そ
の
相
承
の
輪
は
国
境
を
越
え
て

広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

※「
相
承
」
そ
う
じ
ょ
う

お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
受
け
、
行
い
、

　

継
い
で
い
く
こ
と
を
そ
う
表
し
ま
す
。

　

伊
丹
空
港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗
り
換
え

た
八
名
の一行
は
、
四
国
香
川
県
金
毘
羅
さ
ん

に
向
か
っ
た
。
琴
平
町
の
象
頭
山
（
象
に
似

た
形
の
山
）
の
東
斜
面
の
高
い
位
置
に
あ
り
、

七
八
五
段
の
石
段
を
登
っ
て
御
本
宮
に
至
り

ま
す
。

　

そ
の
参
道
途
中
に
は
、
色
々
な
神
様
を
お

祀
り
し
た
小
さ
な
神
社
が
多
数
あ
り
、
こ
の

金
刀
比
羅
宮
は
、
親
し
み
を
こ
め
て
〝
こ
ん

ぴ
ら
さ
ん
〞
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
海
の
守

り
神
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
、
薬
・
医
療
・

商
売
な
ど
に
も
御
利
益
が
あ
り
ま
す
。
神
道

は
多
神
教
で
あ
り
、
古
代
日
本
神
話
に
ル
ー

ツ
を
持
ち
、
自
然
へ
の
愛
、
家
族
の
大
切
さ

を
説
い
て
い
ま
す
。

　

翌
日
は
早
朝
か
ら
徳
島
県
に
向
か
っ
て
出

発
。
一八
三
キ
ロ
の
道
の
り
を
走
破
し
、
午
後

一時
に
目
的
地
の
四
国
最
古
の
禅
寺
と
い
わ
れ

る
眞
光
山
城
満
寺
に
到
着
し
た
。
一二
九一年

（
正
応
四
年
）
瑩
山
紹
瑾
禅
師
が
海
部
郡
司

の
招
き
に
よ
り
城
満
寺
を
開
山
さ
れ
た
。

　

山
門
は
、
四
世
・
月
山
哲
哉
老
師
（
大
槻

哲
也
）
が
、
禅
道
場
復
興
の
最
初
と
し
て
、

横
浜
市
鶴
見
の
大
本
山
總
持
寺
の
跳
龍
室
玄

関
を
譲
り
受
け
移
築
し
た
も
の
。
大
正
時
代

の
建
築
で
、
屋
根
瓦
に
は
大
本
山
總
持
寺
が

後
醍
醐
天
皇
か
ら
許
さ
れ
た
五
七
の
桐
の
紋

が
見
え
、柱
組
や
欄
間
も
見
事
な
山
門
で
す
。

こ
こ
を
く
ぐ
り
境
内
に
入
る
。
正
面
に
は
本

尊
釈
迦
牟
尼
仏
が
鎮
座
す
る
本
堂
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。

　

四
世
大
槻
哲
也
老
師
（
宮
城
県
角
田
市

出
身
）
は
、
禅
道
場
と
し
て
の
伽
藍
を
復
興

す
べ
く
、
地
元
の
辻
々
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全

国
を
托
鉢
し
て
回
り
、
境
内
地
の
整
備
と
本

堂
建
立
の
浄
財
を
募
っ
た
。
永
平
寺
と
總
持

寺
の
曹
洞
宗
両
大
本
山
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
が
寄
せ
ら
れ
、
小
川

三
夫
棟
梁
の
も
と
鵤
工
舎
が
設
計
施
工
し
、

平
成
九
年
に
落
慶
し
た
。
扁
額
は
「
城
満

寺
」
で
、
二
世
法
地
開
闢
・
本
行
玄
宗
禅
師

が
御
揮
毫
、
さ
ら
に
自
ら
彫
ら
れ
て
墨
塗
り

さ
れ
た
と
伝
わ
る
が
、
傷
み
が
ひ
ど
く
平
成

二
十
八
年
に
胡
粉
塗
り
を
施
さ
れ
た
。

　

衣
に
着
替
え
お
袈
裟
を
付
け
て
拝
登
の
お

勤
め
。
三
松
会
の
会
長
と
し
て
導
師
を
勤
め

た
。
瑩
山
禅
師
の
初
開
道
場
で
の
法
要
は
感

慨
無
量
で
あ
っ
た
。

城
満
寺
日
記
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みやぎ防災ガイド
2025

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

一
年
過
ぎ
去
る
の
は
早
い
も
の

で
昨
年
も
梅
花
の
県
大
会
、
当

山
の
行
事
等
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。
四
月
に
行
わ
れ
た
花

ま
つ
り
で
は
初
め
て
御
詠
歌
を

お
唱
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
階
級
も
師
範
補
か
ら
五
級

に
上
が
り
よ
り
高
度
な
お
唱
え

を
習
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

今
年
は
よ
り
一
層
研
鑽
を
積
ん
で

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

第22回

３
・
11
祈
り
の
つ
ど
い
告
知

二
〇
二
五
年
三
月
十
一
日

Yae
シンガー

東京生まれ。故藤本敏夫・
歌手加藤登紀子の次女。

令和7年3月11日
15時45分～日程


